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 要 旨 
目的： 
米国において若者に好まれるアルコールの種類やアルコール趣向と地理的特性や行動特

性を明らかにする。 
方法： 

2007 年に米国内 8 州の公立高校で実施した the Youth RiskBehavior Survey (YRBS)の
調査結果を用いた。日常的に飲酒するアルコールの種類を調査した。最近 1 ヵ月間に一回

でも飲酒したことがあると回答した者、7723 人を解析対象とした。アルコールの種類と地

理的要因、飲酒行動バターン、健康行動、危険行動との関連をロジスティック回帰分析を

用いて検討した。 
結果： 
高校生において最も好まれるアルコールは蒸留酒(43.8%)であり、次にビール(19.2%)、麦

芽飲料(17.4%)、ワイン（3.7%）、ワインクーラー(3.4%)であった。年長者や頻回飲酒、大

量飲酒、飲酒運転等の飲酒行動パターンや危険行動は、蒸留酒やビールを好む傾向にあっ

た。 
結論： 
問題のある飲酒行動パターンや危険行動は蒸留酒やビールの飲酒を好む傾向にあった。

さらなる調査によって若年者の飲酒行動の要因を明らかにし、有効な介入方法を開発する

必要がある。 

 




